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1

　行田市義務教育学校設置の開校スケジュール計

画の説明を受けたが、行田市の人口減少に伴う計

画だと思うので

スターバックス同様にほんの一部の反対者のため

に計画が中止にならない様にきちっと準備と事前

説明をして頂き、計画どおりの開校をお願いす

る。

教育総務課

　このたびは、再編計画〈個別編〉（案）の説明会にご参加いただきありがとうご

ざいました。

　児童生徒数の減少による学校の小規模化に伴い、教育活動を行う上で支障が生じ

ています。そこで、一定の学校規模を確保し、より良い教育環境と質の高い教育を

実現するため、3校の義務教育学校に再編することを目指しています。

　計画案については、地区別・保護者向け説明会を実施するとともに、2カ月に渡

り市民意見募集を行ってきました。

　引き続き、皆様のご理解をいただきながら、魅力ある学校づくりに努めてまいり

ます。

2

　最近、太田地区の道路脇の歩道に草木が生い茂

り通常に通行出来ない場所が数カ所ある。

　子供の通学路にも樹木が生い茂り車道に出ない

と通行できない場合もある。

　早急に現状の状態を確認頂き対応お願いする。

道路治水課

　市道の除草については、市民の皆様からの通報や道路パトロール等により、現地

の状況を確認し、必要に応じて、業者に委託しております。

　しかしながら、道路や水路に雑草が繁茂する時期は、毎年、市民の皆様から多く

の除草要望が集中するため、作業実施までに不測の日数を要しているのが現状でご

ざいます。

　当該箇所については、早急に確認し、適宜、樹木剪定や除草等を実施してまいり

ます。

　今後も、快適な生活環境と安全確保のため、地域の皆様のご協力をいただきなが

ら、適正な維持管理に努めてまいります。
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3

　避難所開設等、今の学校20数か所に加え公民館

がある。将来的には小中一貫校で３校になること

が話し合われているが変更になることはあるの

か。

　行田市の人口減少による将来の問題は、農政、

空き家、教育などたくさんある。行田市の住み良

い環境を、もっともっとアピールして、移住者な

どを取り戻して、人口増加を期待したい。何か良

い案はないだろうか。人口が混雑していないこと

も、行田の良いところではないか。

危機管理課

企画政策課

　本市では、最重要課題である人口減少を抑制し、まちの活力を創出するため、令

和6年10月に「行田市基本構想」を策定したところです。

　本構想では人口減少の抑制とまちの活力を創出するため、重点政策として「子育

て支援や教育の充実」、「開発の促進・雇用の創出」、「交通インフラの整備」の

3つの柱を掲げ、これらに関する施策をつながりをもって一体的に展開する「新し

い行田の好循環」に向けた取り組みを進めていくこととしております。

　現在市では、本構想に基づき、3歳未満児の保育料無償化をはじめとする子育て

支援や義務教育学校への再編、企業誘致による雇用の創出、また地域公共交通の改

善や国道17号熊谷バイパスの高速道路化とインターチェンジ設置に関する国への要

望など、「新しい行田の好循環」実現のため、様々な取組みを行っております。

　こうした取組みを総合的に力強く展開し、本市の魅力を高めることで人口減少の

抑制へと繋げてまいります。

　なお、避難所につきましては、学校再編を含め、今後、行田市公共施設等総合管

理計画及び学校跡地利活用基本方針等により、全庁的に公共施設の集約化・複合化

等を検討する中で一定数確保できるよう、小中学校等の施設のみならず、全公共施

設の最大限の活用について、検討してまいります
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　地震・台風等の災害が気になっている。避難所

などの整備が大切である。学校等を避難所として

使う場合、体育館のみの使用だったり、絶対数が

少ないように思う。

　また、高齢者や障害者が避難できるような対応

は大丈夫だろうか。（車いすが入れるようになっ

ているかなど）

危機管理課

　現状、学校等の指定避難所においては、水害時等は体育館だけでなく、校舎利用

も想定しております。併せて、ハザードマップで居住地の情報を事前に把握するこ

との重要性や、垂直避難の有効性について、出前講座や市ホームページ等で周知し

ております。

　また、指定避難所である公共施設の一部はバリアフリー対応とはなっておりませ

んが、避難所担当職員の補助に加え、避難者同士が助け合う共助により、高齢者や

障害者の方が安心して避難生活が送れるよう努めてまいります。

5

　市内のポタリングロードや県道、市道の歩道の

草で、ウォーキングする人や通学する学生が大変

困っている。人手不足なのはわかるが何とかなら

ないか。

道路治水課

　旧忍川に整備された小針地区のポタリングロードの雑草については、業者委託に

より両側の法面1mの範囲を年3回実施しており、1回目の除草は7月14日から着手し

ております。なお、残り2回の除草については、雑草の繁茂の状況に応じて、適宜

実施してまいります。

　また、市道の除草については、市民の皆様からの通報や道路パトロール等によ

り、現地の状況を確認し、必要に応じて、業者に委託しております。

　しかしながら、道路や水路に雑草が繁茂する時期は、毎年、市民の皆様から多く

の除草要望が集中するため、作業実施までに不測の日数を要しているのが現状でご

ざいます。

　今後も、快適な生活環境と安全確保のため、地域の皆様のご協力をいただきなが

ら、適正な維持管理に努めてまいります。

　なお、県道の除草については、管理者である埼玉県に報告し対応を依頼します。
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　太田東小学校統合後、真名板自治会では子供の

参加する行事がなくなり、世帯数も減少してい

る。

　統合後の地域にも気配りが必要と考えるが、ど

のように考えているか。

教育総務課

　旧太田東小学校は、児童数の減少により、複式学級の発生が見込まれていたこと

から、これを回避するため、令和5年度に旧太田西小学校と再編し、新たに太田小

学校を開校しました。

　再編後の太田小学校では、「昔あそび」をはじめ、「マイ足袋づくり」や「獅子

舞の伝承」などを学習する際に、学校応援団を中心とした地域の皆様に講師を務め

ていただくとともに、登下校時の見守り活動など、様々な面でご協力をいただいて

おります。

　再編後の新校においても、地域の皆様と連携を図りながら、教育活動の充実や子

どもたちの安心安全の確保に努めてまいります。

　また、太田公民館や地域文化センターでは、太田小の児童の作品展示や開催イベ

ントに児童が参加するなど、地域の皆様との交流を図っております。

　こうした取組みを継続し、児童生徒と地域の皆様との交流の機会を設けていきた

いと考えています。

7
　義務教育学校創設と学校と地域住民とのコミュ

ニケーション及び防災拠点の考え方について

教育総務課

危機管理課

　太田小学校では、「昔あそび」をはじめ、「マイ足袋づくり」や「獅子舞の伝

承」などを学習する際に、学校応援団を中心とした地域の皆様に講師を務めていた

だくとともに、登下校時の見守り活動など、様々な面でご協力をいただいていま

す。

　現在、小中学校を再編し、義務教育学校の設置に向けて取り組んでおりますが、

引き続き新校においても、地域の皆様と連携を図りながら、教育活動の充実や子ど

もたちの安心安全の確保に努めてまいります。

　また、学校再編を含め、今後、行田市公共施設等総合管理計画及び学校跡地利活

用基本方針等により、全庁的に公共施設の集約化・複合化等を検討する中で、避難

所についても一定数確保できるよう、小中学校等の施設のみならず、全公共施設の

最大限の活用について、検討してまいります。
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　行田の発展に関する中長期計画及び近隣自治体

との連携について
企画政策課

　本市では、地域の活性化を図るとともに、誰もがいきいきと暮らせる社会を実現

するため、長期的な視点における「行田の将来像」を掲げた「行田市基本構想」を

令和6年10月に策定しております。

　本構想では人口減少の抑制とまちの活力を創出するため、重点政策として「子育

て支援や教育の充実」、「開発の促進・雇用の創出」、「交通インフラの整備」の

3つの柱を掲げ、これらに関する施策をつながりをもって一体的に展開する「新し

い行田の好循環」に向けた取り組みを進めていくこととしております。

　現在市では、本構想に基づき、3歳未満児の保育料無償化をはじめとする子育て

支援や義務教育学校への再編、企業誘致による雇用の創出、また地域公共交通の改

善や国道17号熊谷バイパスの高速道路化とインターチェンジ設置に関する国への要

望など、「新しい行田の好循環」実現のため、様々な取組みを行っております。

　また、新ごみ処理施設の建設等について羽生市と共同による「行田羽生資源環境

組合」や荒川北縁の水防活動について熊谷市、鴻巣市と共同による「荒川北縁水防

事務組合」のほか、本庄市、熊谷市、深谷市の近隣3市で深谷バイパスや上武道路

の4車線化など県北部の国道17号バイパス整備に関する要望を行うなど、幅広い分

野で近隣自治体との連携を図っております。

　今後もこうした取組みを総合的に力強く展開し、本市の魅力を高めることで地域

活性化に努めてまいります。


